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 Ａ論－「隠された伝統 第４章 フランツ・カフカ－善意の人間」 











                                                     
1  アーレントはカフカ論を英語で書いているが、本稿ではその独訳をテキストとする。Hannah Arendt： Die 
verborgene Tradition, suhrkamp 1976．引用箇所については、独訳と邦訳『パーリアとしてのユダヤ人』（寺島俊
穂他訳、未来社）のページ数を記した。『城』（原田義人訳）、『審判』（本野亨一訳）、『アメリカ』（中井正文
訳）については、ページ数を示さないが、すべて角川文庫から引用した。訳語を変えた箇所もある。カフカ
のドイツ語は、Franz Kafka：Gesammelte Werke in zwölf Bänden,Fischer Taschenbuch Verlag からの引用。 
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2  決定版カフカ全集９（新潮社、以下カフカ全集と略記）３６９頁、マックス・ブロート宛書簡。 
3  Arendt: Men in dark times, p.183.  Harcourt Brace &Company.  邦訳『暗い時代の人々』（阿部斉訳、河出書房 
新社）２２１頁。 
4  カフカ全集９、８５頁。 
5  クラウス・ヴァーゲンバッハ『若き日のカフカ』（中野孝次他訳、ちくま文庫）「世紀転換期のプラハ」の章。 
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8  城山良彦「カフカ論の系譜」（『カフカ』所収、同学社）では、多くのカフカ論が紹介されているが、その中
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の一つに、「宗教的、形而上学的」解釈がある。カフカに「神学」を当てはめる解釈である。 
9  カフカ全集６、３９６頁、マックス・ブロート「初版あとがき」。 
10 Ｋ・Ｅ・グレーツィンガー他編『カフカとユダヤ性』（清水健次他訳、教育開発研究所）２３頁。 
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11 エリアス・カネッティ『もう一つの審判』（小松太郎・竹内豊治訳、法政大学出版局）１２１頁。 
12 ドゥルーズ／ガタリ『カフカ』（宇波彰・岩田行一訳、法政大学出版局）８８頁。 
13 明星聖子『新しいカフカ 「編集」が変えるテキスト』（慶應義塾大学出版会、２００２年）２３７頁。 
14 前掲、城山著、１１６頁。 
アーレントのカフカ論 



























                        （くろせつとむ 近畿大学非常勤講師） 
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16  前掲、Piper, S.462、邦訳２８１頁。 
 
